顏が變る

李光洙
今日は十月一日、日韓併合三十周年記念日だ。

朝鮮では軒ごとに喜びの日章旗が飜つてゐる。

いつぞや一人の友人と町の中を歩いてゐると、向うの方から男女數人若い人がやつて來た。町で人に逢ふことは、何も珍しいわけはない筈だが、この時に限つて僕は妙な氣になつて連れの友人に、「君。向こうから來る連中は内地人か半島人か」

 と訊いたものだ。その友人は、意外なこの問にはつとしたらしかつたが、

「解らぬね。君はどう思ふ？」

 と僕に問ひかへすのであつた。實際僕にも解らなかつた。内地人のやうでもあり、また半島人のやうでもあつた。

實際は兩方雜つてゐたのかも知れぬ。或はどつちか一方ばかりだつたのかも知れぬ。

東京から來た或る映畫關係の人が、朝鮮的風貌の持主を探すのに苦心したといふ話を聞いたこともあり、先般菊池寛氏が來鮮の折、釜山で山澤慶南知事と初對面の挨拶をして、

「あなたも創氏改名されたんですか」

 と問ふたのに對し、山澤氏は、ばつ悪さうに、

「いゝえ僕は昔から山澤です」

 と答へたと、新聞に書いてあつた。菊池さんも風貌だけでは、内地人と半島人との區別が付かなかつたらしい。

今になつて考へて見ると過去三十年來半島人の顔は確かに變つた。變つたのは顏ばかりではあるまい。着こなしも、歩き振りも、作法も、そして考へも變つて來た事だらう。それらのものが一つになつて顔が變つたといふ結果を生じたのであらう。年の若いものになればなるほど、區別がつかなくなつて來た。女の方がもつと解りにくい。
それに言葉にしても、この頃の中小學生、ことに女學生になると、朝鮮的な發音から完全に離脱したものが多く、帽章でも見ないことには、内地人だか半島人だか解らない場合が多い。

 今京城では大博覽會があつて、田舎から小學生團體がどんどん上つて來る。

 彼等は、迷兒になる豫防だらう、胸に氏名を書いた白い切れや札を付けてゐるのであるが、殆ど全部山村義雄、金田富次郎という風に日本式の氏名になつてゐるので、それこそどつちがどつちだか解りやしない。たまに女生徒では朝鮮服を着けてゐて、その胸には、吉田君江などと氏名の札がついてゐることもある。
京城に津田節子さんといふ教育や教化事業に御熱心な婦人の方がある。これは生粋の江戸つ子で創氏改名組ではないのだが、夫人は多くの場合朝鮮服を着用されるので、よく半島人と間違へられるさうである。
津田夫人がいふのでは、本町通を散歩してゐる朝鮮服の女の中には内地婦人も相當あるさうである。

僕の友人で今では滿洲國の高官を經て、或る大會社の重役として時めいてゐる秦學
といふ人がある。これは半島人だが、その夫人は江戸つ子である。夫人は滿洲ではどんな服装をしてゐるか解らないが、京城にゐた時分には、必ず朝鮮服を着てゐた。しかも朝鮮語や、朝鮮流の作法も堂に入つたもので、誰だつて、夫人を内地人と思つたものはないだらう。因に朝鮮内で、内鮮結婚で正式に届濟みのものが五百餘組あるさうである。

僕は大正八年まで東京に居つて、それから十四年も過ぎた昭和八年始めて再び東京を訪れたのだが
、銀座を歩いて驚いたのは青年男女の顔や姿勢や歩き振りの變つてゐたことであつた。
迚も悠暢で、顔は長く、鼻は高く、僕にはあれが日本人だらうかと疑はれた位變つてゐた。姿勢だけでは西洋人のやうでもあるし、顔を併はせて支那人のやうでもあつた。

僕が見なかつた、その後數年間には、餘程變つたのではないかと思ふ。

つひ四五日前であるが、京城驛の食堂に入ると、國防服の一隊が陣取つてゐた。例の田舎からの警防團か何かの博覽會見物だなと、思つたが、よく見たら、山口縣人といふ腕章が卷いてあつた。どうりでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゝゝゝ),ことば)が上手だと思つた。
半島人の特別志願兵が朝鮮内の各部隊に入つてゐるが、軍の人に訊いて見たら名前を見ないことには見分けが付かないさうだ。話して見ても解らないものもあるさうである。

併し今では名前も内地式になつたから、いよいよ解らなくなつたことだらう。

 もつとも、松本一平などいふ門標を掲げてゐながら、アイウエオさへ知らないものもあることはある。

しかし、同じ教育を受け、同じ宮參りをし、同じことばを話し、同じことを考へ、友達になり、夫婦になり、かうして行くうちには、半島人の顔は、すつかり變つてしまつて、戸籍調べでもしないことには、内地人やら半島人やら解らなくなることだらう。戸籍の移動まで許されるやうになつたら、戸籍を調べても解らなくなるのではなからうか。これを目して内鮮一體といふのだらうが、全く見分けも聽き分けもつかなくなつた日には、内鮮一體といふことばさへも歴史のみの用語になることだらう。
内鮮兩民族が、かやうに見分けがつかなくなることそのものが、兩族同血の生きた證據だと思ふ。英國人と印度人とは、何萬年經つても同じ顔になることはないだらう。

こゝに一つの大きな示唆がある。それは、大東亞共榮圏といふことに血液的基礎があるといふことだ。

血統の近さからいへば内鮮兩國民族に越したものはないだらうが、滿洲人、蒙古人、支那人、安南人、馬來人などは同じ顔になり得る民族であるやうに思はれる。銀座を歩いてゐる青年を見て、支那人でないだらうかと僕が錯覺したことは、誠に示唆に富んだ錯覺ではなかつたらうか。
朝鮮といふ試驗管に於いてなされた内鮮一體の實驗は上首尾であつた。
日滿支一體といふのも單に政治、經濟、軍事的なものに限るわけでないのかも知れぬ。

これら六億の民衆が日本の指導のもとに一大民族を造り得ることは果たして空想だらうか。
更に進んで、安南、馬來、南洋諸島の人達も、同じ顔になる日が遠くはないやうな氣がする。
 かくあつてこそ、眞に東亞共榮圏であるべきである。（作家・第一回朝鮮藝術賞受賞者）（『文藝春秋』1940年11月）
� 1940年11月『文藝春秋』掲載。1943年9月の『朝鮮畫報』香山光郎（李光洙）の名で再録された。ただし、執筆時期を曖昧にするため冒頭と大博覧会に関する部分が省略されている。


� 秦学（ハタマナブ）は秦学文（1894-1974）の創氏名。


� 李光洙が東京を訪れたのは1932年（昭和7年）のことである。





